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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年10月19日(2016.10.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化するための
符号化レートを定義することと、
　低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化することが、前記時間期間中
に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定
義するように、前記時間期間にわたって前記低減された符号化レートでフレームの前記セ
ットを符号化することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、送信機がい
ずれかのデータを送信することを控える１つまたは複数の前記送信機の静穏化間隔に対応
して定義される、
　前記送信機を介してフレームの前記符号化されたセットを送信することと、
　前記１つまたは複数のヌル間隔に対応する前記送信機の静穏化間隔の期間に前記送信機
をブランキングすることと、ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔の期間に前記
送信機をブランキングすることは、前記１つまたは複数のヌル間隔の期間に前記送信機を
介してデータを送信することを控えることを備える、通信デバイスによって実行される方
法であって、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、前記通信デバイスによる確実なスペ
クトルセンシングが実行される十分な時間を提供するために６ミリ秒より短くない、を備
える、方法。
【請求項２】
　フレームの前記セットが、
　オーディオフレームのセット、
　ビデオフレームのセット、および
　オーディオフレームとビデオフレームとのコンバインされたセットのうちの１つを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に、符号化ビットストリームに非必須データを挿入す
ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記非必須データが、フレームの前記セットに対する冗長データのパケットを備える、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記非必須データがヌルデータを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ヌルデータが、パケットのセットのパケットペイロード内にすべてゼロを有するパ
ケットの前記セットを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記非必須データを挿入することが、変調器を介して物理トランスポートストリームを
生成することと、前記物理トランスポートストリームに前記非必須データを挿入すること
とを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記非必須データを含む前記物理トランスポートストリームのロケーションを識別する
ことと、
　前記識別されたロケーションに関連する時間に前記送信機をブランキングすることとを
さらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記変調器を介して前記物理トランスポートストリームを生成することが、前記非必須
データをフレームの前記符号化されたセットと多重化することを含む、請求項７に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブランキングすることは、前記非必須
データの少なくとも一部に対応する時間に前記送信機をブランキングすることを含む、請
求項３に記載の方法。
【請求項１１】
　フレームの前記セットに関連する符号化されたビットストリームの１つまたは複数のア
プリケーションレイヤ境界を、フレームの前記セットを含む物理レイヤトランスポートス
トリームの物理レイヤ境界と整合させることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のヌル間隔が、前記物理レイヤ境界と整合された前記アプリケーシ
ョンレイヤ境界の１つまたは複数の直前にくるデータフィールドを備える、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記アプリケーションレイヤ境界が、ピクチャグループ（ＧＯＰ）内のフレーム境界を
備え、前記物理レイヤ境界が前記物理レイヤトランスポートストリームのフィールド同期
に対応する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブランキングする間に、センシング動
作を実行することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記センシング動作を実行することが、１つまたは複数の周波数において他のワイヤレ
ス信号をセンシングすることを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　他のワイヤレス信号をセンシングすることが、前記１つまたは複数の特定の周波数にお
いて認可信号をセンシングすることを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数の特定の周波数において別のワイヤレス信号をセンシングすると、
前記送信機を異なる周波数に切り替えることをさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
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　前記１つまたは複数の特定の周波数の無認可使用の周期的センシングを必要とするワイ
ヤレス通信標準に従って、前記方法を周期的に繰り返すことをさらに備える、請求項１５
に記載の方法。
【請求項１９】
　フレームの前記セットを復号および復調することに関連するレイテンシ時間とコンバイ
ンされた前記送信機の前記ブランキングが、ユーザへのリアルタイムマルチメディア提示
に関連するあらかじめ定義された期間よりも小さくなるように、フレームの前記セットを
符号化し、送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記あらかじめ定義された期間が約１００ミリ秒よりも小さい、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２１】
　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化するための
符号化レートを定義し、低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化するこ
とが、前記時間期間中に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまた
は複数のヌル間隔を定義するように、前記時間期間にわたって前記低減された符号化レー
トでフレームの前記セットを符号化するマルチメディア符号化ユニット、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、送信機がいずれかのデータを送信す
ることを控える１つまたは複数の送信機の静穏化間隔に対応して定義される、および、フ
レームの前記符号化されたセットを送信し、前記１つまたは複数のヌル間隔に対応する前
記送信機の静穏化間隔の期間にブランキングする送信機ユニット、を備えるデバイスであ
って、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔の期間にブランキングするために、前記
送信機は、前記１つまたは複数のヌル間隔の期間に前記送信機を介してデータを送信する
ことを控える、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、前記デバイスによる確実なスペクト
ルセンシングが実行される十分な時間を提供するために６ミリ秒より短くない、
　デバイス。
【請求項２２】
　フレームの前記セットが、
　オーディオフレームのセット、
　ビデオフレームのセット、および
　オーディオフレームとビデオフレームとのコンバインされたセットのうちの１つを備え
る、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に、符号化ビットストリームに非必須データを挿入す
る変調器ユニットをさらに備える、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記非必須データが、フレームの前記セットに対する冗長データのパケットを備える、
請求項２３に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記非必須データがヌルデータを備える、請求項２３に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記ヌルデータが、パケットのセットのパケットペイロード内にすべてゼロを有するパ
ケットの前記セットを備える、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記変調器ユニットが、物理トランスポートストリームを生成し、前記変調器ユニット
が、前記物理トランスポートストリームに前記非必須データを挿入する、請求項２３に記
載のデバイス。
【請求項２８】
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　前記送信機ユニットが、
　前記非必須データを含む前記物理トランスポートストリームのロケーションを識別し、
　前記識別されたロケーションに関連する時間にブランキングする、請求項２７に記載の
デバイス。
【請求項２９】
　前記物理トランスポートストリームを生成することにおいて、前記変調器ユニットが前
記非必須データをフレームの前記符号化されたセットと多重化する、請求項２７に記載の
デバイス。
【請求項３０】
　前記送信機ユニットが前記非必須データの少なくとも一部に対応する時間にブランキン
グする、請求項２３に記載のデバイス。
【請求項３１】
　フレームの前記セットに関連する符号化されたビットストリームの１つまたは複数のア
プリケーションレイヤ境界が、フレームの前記セットを含む物理レイヤトランスポートス
トリームの物理レイヤ境界と整合される、請求項２３に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記１つまたは複数のヌル間隔が、前記物理レイヤ境界と整合された前記アプリケーシ
ョンレイヤ境界の１つまたは複数の直前にくるデータフィールドを備える、請求項３１に
記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記アプリケーションレイヤ境界が、ピクチャグループ（ＧＯＰ）内のフレーム境界を
備え、前記物理レイヤ境界が前記物理レイヤトランスポートストリームのフィールド同期
に対応する、請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３４】
　前記送信機ユニットが、前記１つまたは複数のヌル間隔中にブランキングするセンシン
グ動作を実行するセンサユニットをさらに備える、請求項２３に記載のデバイス。
【請求項３５】
　前記センシング動作を実行することにおいて、前記センサユニットが、１つまたは複数
の特定の周波数において他のワイヤレス信号をセンスする、請求項３４に記載のデバイス
。
【請求項３６】
　前記センサユニットが、前記１つまたは複数の特定の周波数において認可信号をセンス
する、請求項３５に記載のデバイス。
【請求項３７】
　前記送信機ユニットが、前記センサユニットが前記１つまたは複数の特定の周波数にお
いて別のワイヤレス信号をセンスすると、異なる周波数に切り替わる、請求項３５に記載
のデバイス。
【請求項３８】
　前記センサユニットが、前記１つまたは複数の特定の周波数の無認可使用の周期的セン
シングを必要とするワイヤレス通信標準に従って、周期的ブランキング間隔中にセンシン
グを周期的に繰り返す、請求項３５に記載のデバイス。
【請求項３９】
　前記マルチメディア符号化ユニットおよび前記送信機ユニットが、
　フレームの前記セットを復号および復調することに関連するレイテンシ時間とコンバイ
ンされた前記送信機ユニットの前記ブランキングが、ユーザへのリアルタイムマルチメデ
ィア提示に関連するあらかじめ定義された期間よりも小さくなるように、フレームの前記
セットを符号化および送信する、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記あらかじめ定義された期間が約１００ミリ秒よりも小さい、請求項３９に記載のデ
バイス。
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【請求項４１】
　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化するための
符号化レートを定義するための手段と、
　低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化することが、前記時間期間中
に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定
義するように、前記時間期間にわたって前記低減された符号化レートでフレームの前記セ
ットを符号化するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、送信
機がいずれかのデータを送信することを控える１つまたは複数の前記送信機の静穏化間隔
に対応して定義される、
　前記送信機を介してフレームの前記符号化されたセットを送信するための手段と、
　前記１つまたは複数のヌル間隔に対応する前記送信機の静穏化間隔の期間に前記送信す
るための手段をブランキングするための手段と、を備えるデバイスであって、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信するための手段をブランキ
ングする手段は、前記１つまたは複数のヌル間隔の期間に前記送信機を介してデータを送
信することを控えるための手段を備える、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、前記デバイスによる確実なスペクト
ルセンシングが実行される十分な時間を提供するために６ミリ秒より短くない、デバイス
。
【請求項４２】
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信するための手段をブランキングする間に、
センシング動作を実行するための手段をさらに備える、請求項４１に記載のデバイス。
【請求項４３】
　実行すると、通信デバイスの１つまたは複数のプロセッサに、
　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化するための
符号化レートを定義することと、
　低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化することが、前記時間期間中
に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定
義するように、前記時間期間にわたって前記低減された符号化レートでフレームの前記セ
ットを符号化することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、送信機がい
ずれかのデータを送信することを控える１つまたは複数の前記送信機の静穏化間隔に対応
して定義される、
　前記送信機を介してフレームの前記符号化されたセットを送信することと、
　前記１つまたは複数のヌル間隔に対応する前記送信機の静穏化間隔の期間に前記送信機
をブランキングすることと、
　を行わせる命令を備え、
　ここにおいて、前記プロセッサに、前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブ
ランキングすることを行わせる前記命令は、前記プロセッサに、前記１つまたは複数のヌ
ル間隔の期間に前記送信機を介してデータを送信することを控えることをさらに行わせる
、
　ここにおいて、前記１つまたは複数のヌル間隔は、前記通信デバイスによる確実なスペ
クトルセンシングが実行される十分な時間を提供するために６ミリ秒より短くない、
　コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４４】
　前記送信機がブランキングする間に、センサユニットに、センシング動作を実行させる
命令をさらに備える、請求項４３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０００７】
　一例では、本開示は、ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセッ
トを符号化するための符号化レートを定義することと、低減された符号化レートでフレー
ムのセットを符号化することが、その時間期間中に、フレームのセットに関連するデータ
が存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定義するように、その時間期間にわたって、低
減された符号化レートでフレームのセットを符号化することと、送信機を介してフレーム
の符号化されたセットを送信することと、１つまたは複数のヌル間隔中に送信機をブラン
キングすることとを備える方法について説明する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　別の例では、本開示は、ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセ
ットを符号化するための符号化レートを定義することと、低減された符号化レートでフレ
ームのセットを符号化することが、その時間期間中に、フレームのセットに関連するデー
タが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定義するように、その時間期間にわたって、
低減された符号化レートでフレームのセットを符号化することとを行うマルチメディア符
号化ユニットと、フレームの符号化されたセットを送信することと、１つまたは複数のヌ
ル間隔中にブランキングすることとを行う送信機ユニットとを備えるデバイスについて説
明する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　別の例では、本開示は、ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセ
ットを符号化するための符号化レートを定義するための手段と、低減された符号化レート
でフレームのセットを符号化することが、その時間期間中に、フレームのセットに関連す
るデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定義するように、その時間期間にわた
って、低減された符号化レートでフレームのセットを符号化するための手段と、送信機を
介してフレームの符号化されたセットを送信するための手段と、１つまたは複数のヌル間
隔中に送信するための手段をブランキングするための手段とを備えるデバイスについて説
明する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　別の例では、本開示は、実行すると、１つまたは複数のプロセッサに、ある時間期間に
わたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化するための符号化レートを定
義することと、低減された符号化レートでフレームのセットを符号化することが、その時
間期間中に、フレームのセットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔
を定義するように、その時間期間にわたって、低減された符号化レートでフレームのセッ
トを符号化することと、送信機を介してフレームの符号化されたセットを送信することと
、１つまたは複数のヌル間隔中に送信機をブランキングすることとを行わせる命令を備え
るコンピュータ可読記憶媒体について説明する。
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【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４７】
　図３０の例では、（図２９のマルチメディア処理ユニット４５２または図１９のＭＰＥ
Ｇ－２符号化器２９０などの）マルチメディア符号化ユニットが、ある時間期間にわたっ
てフレームのセットを符号化するための符号化レートを定義する（５１２）が、低減され
た符号化レートでフレームのセットを符号化することが、その時間期間中に、フレームの
セットに関連するデータが符号化されない１つまたは複数のヌル間隔を定義するように、
その時間期間にわたって低減された符号化レートでフレームのセットを符号化する（５１
４）。この場合も、この低減符号化は図２３に概念的に示されている。送信機４５６を介
して符号化フレームを送信し（５１６）、１つまたは複数のヌル間隔中に送信機４５６を
ブランキングし得る（５１８）。変調器ユニット４５４は、送信機ユニット４５６による
送信より前に、符号化されたデータを変調し得る。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２８０】
　様々な態様について本開示で説明した。これらおよび他の態様は以下の特許請求の範囲
内に入る。
以下に本願出願当初の特許請求の範囲を付記する。
　　[Ｃ１]　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化
するための符号化レートを定義することと、
　低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化することが、前記時間期間中
に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定
義するように、前記時間期間にわたって低減された符号化レートでフレームの前記セット
を符号化することと、
　送信機を介してフレームの前記符号化されたセットを送信することと、
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブランキングすることとを備える、方
法。
　　[Ｃ２]　フレームの前記セットが、
　オーディオフレームのセット、
　ビデオフレームのセット、および
　オーディオフレームとビデオフレームとのコンバインされたセットのうちの１つを備え
る、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ３]　前記１つまたは複数のヌル間隔中に、符号化ビットストリームに非必須デー
タを挿入することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ４]　前記非必須データが、フレームの前記セットに対する冗長データのパケット
を備える、Ｃ３に記載の方法。
　　[Ｃ５]　前記非必須データがヌルデータを備える、Ｃ３に記載の方法。
　　[Ｃ６]　前記ヌルデータが、パケットのセットのパケットペイロード内にすべてゼロ
を有するパケットの前記セットを備える、Ｃ５に記載の方法。
　　[Ｃ７]　前記非必須データを挿入することが、変調器を介して物理トランスポートス
トリームを生成することと、前記物理トランスポートストリームに前記非必須データを挿
入することとを備える、Ｃ３に記載の方法。
　　[Ｃ８]　前記非必須データを含む前記物理トランスポートストリームのロケーション
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を識別することと、
　前記識別されたロケーションに関連する時間に前記送信機をブランキングすることとを
さらに備える、Ｃ７に記載の方法。
　　[Ｃ９]　前記変調器を介して前記物理トランスポートストリームを生成することが、
前記非必須データをフレームの前記符号化されたセットと多重化することを含む、Ｃ７に
記載の方法。
　　[Ｃ１０]　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブランキングすることは
、前記非必須データの少なくとも一部に対応する時間に前記送信機をブランキングするこ
とを含む、Ｃ３に記載の方法。
　　[Ｃ１１]　フレームの前記セットに関連する符号化されたビットストリームの１つま
たは複数のアプリケーションレイヤ境界を、フレームの前記セットを含む物理レイヤトラ
ンスポートストリームの物理レイヤ境界と整合させることをさらに備える、Ｃ１に記載の
方法。
　　[Ｃ１２]　前記１つまたは複数のヌル間隔が、前記物理レイヤ境界と整合された前記
アプリケーションレイヤ境界の１つまたは複数の直前にくるデータフィールドを備える、
Ｃ１１に記載の方法。
　　[Ｃ１３]　前記アプリケーションレイヤ境界が、ピクチャグループ（ＧＯＰ）内のフ
レーム境界を備え、前記物理レイヤ境界が前記物理レイヤトランスポートストリームのフ
ィールド同期に対応する、Ｃ１１に記載の方法。
　　[Ｃ１４]　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブランキングする間に、
センシング動作を実行することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ１５]　前記センシング動作を実行することが、１つまたは複数の周波数において
他のワイヤレス信号をセンシングすることを含む、Ｃ１４に記載の方法。
　　[Ｃ１６]　他のワイヤレス信号をセンシングすることが、前記１つまたは複数の特定
の周波数において認可信号をセンシングすることを備える、Ｃ１５に記載の方法。
　　[Ｃ１７]　前記１つまたは複数の特定の周波数において別のワイヤレス信号をセンシ
ングすると、前記送信機を異なる周波数に切り替えることをさらに備える、Ｃ１５に記載
の方法。
　　[Ｃ１８]　前記１つまたは複数の特定の周波数の無認可使用の周期的センシングを必
要とするワイヤレス通信標準に従って、前記方法を周期的に繰り返すことをさらに備える
、Ｃ１５に記載の方法。
　　[Ｃ１９]　フレームの前記セットを復号および復調することに関連するレイテンシ時
間とコンバインされた前記送信機の前記ブランキングが、ユーザへのリアルタイムマルチ
メディア提示に関連するあらかじめ定義された期間よりも小さくなるように、フレームの
前記セットを符号化し、送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　[Ｃ２０]　前記あらかじめ定義された期間が約１００ミリ秒よりも小さい、Ｃ１９に
記載の方法。
　　[Ｃ２１]　変調器において符号化されたマルチメディアデータを受信することと、
　前記変調器を介して前記符号化されたマルチメディアデータを変調することと、ここに
おいて、前記変調することは、前記符号化されたマルチメディアデータに関連する物理レ
イヤ境界において同期信号を挿入することを含む、
　送信機を介して前記符号化されたマルチメディアデータを送信することと、
　２つの連続する前記同期信号間の時間間隔の間、前記送信機をブランキングすることと
を備える、方法。
　　[Ｃ２２]　前記変調器において非必須データを受信することと、ここにおいて、前記
非必須データは、前記変調器の１つまたは複数の入力バッファをフラッシュするのに十分
である、
　２つの前記同期信号間の前記時間間隔の間、前記入力バッファをフラッシュした後に前
記送信機をブランキングすることとをさらに備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　[Ｃ２３]　前記非必須データが、



(9) JP 2015-29298 A5 2016.12.8

　前記符号化されたマルチメディアデータに対する冗長データのパケット、およびパケッ
トのセットのパケットペイロード内にすべてゼロを有するパケットの前記セットを備える
ヌルデータのうちの１つを備える、Ｃ２２に記載の方法。
　　[Ｃ２４]　前記非必須データが、インターリーバに関連するデータの前記１つまたは
複数の入力バッファをフラッシュするのに十分である、Ｃ２２に記載の方法。
　　[Ｃ２５]　前記送信機をブランキングする間に、センシング動作を実行することをさ
らに備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　[Ｃ２６]　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号
化するための符号化レートを定義し、低減された符号化レートでフレームの前記セットを
符号化することが、前記時間期間中に、フレームの前記セットに関連するデータが存在し
ない１つまたは複数のヌル間隔を定義するように、前記時間期間にわたって低減された符
号化レートでフレームの前記セットを符号化するマルチメディア符号化ユニットと、
　フレームの前記符号化されたセットを送信し、前記１つまたは複数のヌル間隔中にブラ
ンキングする送信機ユニットとを備える、デバイス。
　　[Ｃ２７]　フレームの前記セットが、
　オーディオフレームのセット、
　ビデオフレームのセット、および
　オーディオフレームとビデオフレームとのコンバインされたセットのうちの１つを備え
る、Ｃ２６に記載のデバイス。
　　[Ｃ２８]　前記１つまたは複数のヌル間隔中に、符号化ビットストリームに非必須デ
ータを挿入する変調器ユニットをさらに備える、Ｃ２６に記載のデバイス。
　　[Ｃ２９]　前記非必須データが、フレームの前記セットに対する冗長データのパケッ
トを備える、Ｃ２８に記載のデバイス。
　　[Ｃ３０]　前記非必須データがヌルデータを備える、Ｃ２８に記載のデバイス。
　　[Ｃ３１]　前記ヌルデータが、パケットのセットのパケットペイロード内にすべてゼ
ロを有するパケットの前記セットを備える、Ｃ３０に記載のデバイス。
　　[Ｃ３２]　前記変調器ユニットが、物理トランスポートストリームを生成し、前記変
調器が、前記物理トランスポートストリームに前記非必須データを挿入する、Ｃ２８に記
載のデバイス。
　　[Ｃ３３]　前記送信機ユニットが、
　前記非必須データを含む前記物理トランスポートストリームのロケーションを識別し、
　前記識別されたロケーションに関連する時間にブランキングする、Ｃ３２に記載のデバ
イス。
　　[Ｃ３４]　前記物理トランスポートストリームを生成することにおいて、前記変調器
ユニットが前記非必須データをフレームの前記符号化されたセットと多重化する、Ｃ３２
に記載のデバイス。
　　[Ｃ３５]　前記送信機ユニットが前記非必須データの少なくとも一部に対応する時間
にブランキングする、Ｃ２８に記載のデバイス。
　　[Ｃ３６]　フレームの前記セットに関連する符号化されたビットストリームの１つま
たは複数のアプリケーションレイヤ境界が、フレームの前記セットを含む物理レイヤトラ
ンスポートストリームの物理レイヤ境界と整合される、Ｃ２８に記載のデバイス。
　　[Ｃ３７]　前記１つまたは複数のヌル間隔が、前記物理レイヤ境界と整合された前記
アプリケーションレイヤ境界の１つまたは複数の直前にくるデータフィールドを備える、
Ｃ３６に記載のデバイス。
　　[Ｃ３８]　前記アプリケーションレイヤ境界が、ピクチャグループ（ＧＯＰ）内のフ
レーム境界を備え、前記物理レイヤ境界が前記物理レイヤトランスポートストリームのフ
ィールド同期に対応する、Ｃ３６に記載のデバイス。
　　[Ｃ３９]　前記送信機ユニットが、前記１つまたは複数のヌル間隔中にブランキング
するセンシング動作を実行するセンサユニットをさらに備える、Ｃ２８に記載のデバイス
。
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　　[Ｃ４０]　前記センシング動作を実行することにおいて、前記センサユニットが、１
つまたは複数の特定の周波数において他のワイヤレス信号をセンスする、Ｃ３９に記載の
デバイス。
　　[Ｃ４１]　前記センサユニットが、前記１つまたは複数の特定の周波数において認可
信号をセンスする、Ｃ４０に記載のデバイス。
　　[Ｃ４２]　前記送信機ユニットが、前記センサユニットが前記１つまたは複数の特定
の周波数において別のワイヤレス信号をセンスすると、異なる周波数に切り替わる、Ｃ４
０に記載のデバイス。
　　[Ｃ４３]　前記センサユニットが、前記１つまたは複数の特定の周波数の無認可使用
の周期的センシングを必要とするワイヤレス通信標準に従って、周期的ブランキング間隔
中にセンシングを周期的に繰り返す、Ｃ４０に記載のデバイス。
　　[Ｃ４４]　前記マルチメディア符号化ユニットおよび前記送信機ユニットが、
　フレームの前記セットを復号および復調することに関連するレイテンシ時間とコンバイ
ンされた前記送信機ユニットの前記ブランキングが、ユーザへのリアルタイムマルチメデ
ィア提示に関連するあらかじめ定義された期間よりも小さくなるように、フレームの前記
セットを符号化および送信する、Ｃ２６に記載のデバイス。
　　[Ｃ４５]　前記あらかじめ定義された期間が約１００ミリ秒よりも小さい、Ｃ４４に
記載のデバイス。
　　[Ｃ４６]　符号化されたマルチメディアデータを受信し、前記符号化されたマルチメ
ディアデータを変調する変調器ユニットであって、変調することは、前記符号化されたマ
ルチメディアデータに関連する物理レイヤ境界において同期信号を挿入することを含む、
変調器ユニットと、
　前記符号化されたマルチメディアデータを送信することと、２つの連続する前記同期信
号間の時間間隔の間、ブランキングすることとを行う送信機ユニットとを備える、デバイ
ス。
　　[Ｃ４７]　前記変調器ユニットが非必須データを受信し、ここにおいて、前記非必須
データは、前記変調器の１つまたは複数の入力バッファをフラッシュするのに十分である
、
　前記変調器が前記入力バッファをフラッシュした後に、２つの前記同期信号間の前記時
間間隔の間、前記送信機ユニットがブランキングする、Ｃ４６に記載のデバイス。
　　[Ｃ４８]　前記非必須データが、
　前記符号化されたマルチメディアデータに対する冗長データのパケット、および
　パケットのセットのパケットペイロード内にすべてゼロを有するパケットの前記セット
を備えるヌルデータのうちの１つを備える、Ｃ４６に記載のデバイス。
　　[Ｃ４９]　前記非必須データが、インターリーバに関連するデータの前記１つまたは
複数の入力バッファをフラッシュするのに十分である、Ｃ４６に記載のデバイス。
　　[Ｃ５０]　前記送信機ユニットがブランキングする間に、センシング動作を実行する
センサユニットをさらに備える、Ｃ４６に記載のデバイス。
　　[Ｃ５１]　前記センシング動作が、１つまたは複数の周波数において他のワイヤレス
信号をセンシングすることを含む、Ｃ５０に記載のデバイス。
　　[Ｃ５２]　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号
化するための符号化レートを定義するための手段と、
　低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化することが、前記時間期間中
に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定
義するように、前記時間期間にわたって低減された符号化レートでフレームの前記セット
を符号化するための手段と、
　送信機を介してフレームの前記符号化されたセットを送信するための手段と、
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信するための手段をブランキングするための
手段とを備える、デバイス。
　　[Ｃ５３]　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信するための手段をブランキン
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グする間に、センシング動作を実行するための手段をさらに備える、Ｃ５２に記載のデバ
イス。
　　[Ｃ５４]　変調器において符号化されたマルチメディアデータを受信するための手段
と、
　前記変調器を介して前記符号化されたマルチメディアデータを変調するための手段であ
って、前記変調するための手段は、前記符号化されたマルチメディアデータに関連する物
理レイヤ境界において同期信号を挿入するための手段を含む、手段と、
　前記符号化されたマルチメディアデータを送信するための手段と、
　２つの連続する前記同期信号間の時間間隔の間、前記送信するための手段をブランキン
グするための手段とを備える、デバイス。
　　[Ｃ５５]　前記送信するための手段をブランキングする間に、センシング動作を実行
するための手段をさらに備える、Ｃ５４に記載のデバイス。
　　[Ｃ５６]　実行すると、１つまたは複数のプロセッサに、
　ある時間期間にわたってマルチメディアデータのフレームのセットを符号化するための
符号化レートを定義することと、
　低減された符号化レートでフレームの前記セットを符号化することが、前記時間期間中
に、フレームの前記セットに関連するデータが存在しない１つまたは複数のヌル間隔を定
義するように、前記時間期間にわたって低減された符号化レートでフレームの前記セット
を符号化することと、
　送信機を介してフレームの前記符号化されたセットを送信することと、
　前記１つまたは複数のヌル間隔中に前記送信機をブランキングすることとを行わせる命
令を備えるコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ５７]　前記送信機がブランキングする間に、センサユニットに、センシング動作
を実行させる命令をさらに備える、Ｃ５６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ５８]　実行すると、１つまたは複数のプロセッサに、
　変調器において符号化されたマルチメディアデータを受信すると、
　前記変調器を介して前記符号化されたマルチメディアデータを変調することと、ここに
おいて、変調することにおいて、前記変調器が前記符号化されたマルチメディアデータに
関連する物理レイヤ境界において同期信号を挿入する、変調することと、
　送信機を介して前記符号化されたマルチメディアデータを送信することと、
　２つの連続する前記同期信号間の時間間隔の間、前記送信機をブランキングすることと
を行わせる命令を備えるコンピュータ可読記憶媒体。
　　[Ｃ５９]　前記送信機がブランキングする間に、センサユニットに、センシング動作
を実行させる命令をさらに備える、Ｃ５８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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